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朝鮮戦争関係文献解題

は
し
が
き

一
、一
次
資
料

二
、
研
究
書
・
論
文
集

三
、
翻
訳
書

四
、
戦
史
・
伝
記
・
回
想
録
（「
紀
実
文
学
」、「
傳
記
文
学
」、「
報

告
文
学
」
も
含
む
）

は
し
が
き

　

一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
九
日
夜
、
中
国
人
民
志
願
軍
［
以
下
、
志

願
軍
と
略
記
］
主
力
部
隊
は
鴨
緑
江
を
渡
河
し
た
。
こ
れ
よ
り
一
九

五
三
年
七
月
の
停
戦
協
定
ま
で
、
中
国
は
朝
鮮
戦
争
に
介
入
し
た
。

戦
争
全
期
間
を
通
じ
て
志
願
軍
総
兵
力
は
延
べ
二
九
〇
万
名
余
り
に

達
し
、
一
九
五
三
年
春
の
最
盛
時
に
あ
っ
て
は
一
三
五
万
名
を
数
え

る
こ
と
と
な
る）（
（

。
中
国
の
朝
鮮
戦
争
介
入
の
経
緯
と
そ
の
後
の
戦
争

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
〇
年
代
に
至
っ
て
、

史
料
公
開
が
一
定
程
度
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
大
き
く
進
展
し
た
。
ソ

連
と
の
往
来
電
報
類
は
中
国
に
お
い
て
公
式
な
形
で
出
版
さ
れ
て
い

る
）
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
開
戦
経
緯
に
お
け
る
中
ソ
関
係
の
動
態
に
つ

い
て
は
、
主
と
し
て
旧
ソ
連
の
史
料
に
依
拠
す
る
ほ
か
な
く
、
中
国

側
の
思
考
と
動
向
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
具
体
的
な
史
料
に
基
づ

く
分
析
に
は
困
難
が
と
も
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
参
戦
の
条
件
を

め
ぐ
る
ソ
連
と
の
葛
藤
や
中
国
共
産
党
内
部
に
あ
っ
た
参
戦
へ
の
消

赤
木
完
爾
・
安
田　

淳

服
部
隆
行
・
李　

錫
敏

朝
鮮
戦
争
関
係
文
献
解
題

     

―
―
中
国
語
文
献
―
―　
（
二
〇
〇
五
〜
二
〇
一
五
年
）

資 料
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極
論
は
中
国
側
の
公
式
史
料
か
ら
は
詳
細
な
検
討
は
難
し
い
。
数
多

く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
参
戦
を
め
ぐ
る
党
中
央
委
員
会

内
部
の
葛
藤
、
毛
沢
東
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
交
渉
の
機
微
に
つ
い
て

は
、
史
料
批
判
を
な
し
た
上
で
依
拠
で
き
る
ハ
ー
ド
エ
ビ
デ
ン
ス
は

中
国
側
か
ら
は
依
然
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
合
理
的
推
論
を
積
み
重

ね
る
以
外
に
事
態
の
解
明
は
難
し
い
の
で
あ
る
。
他
方
、
軍
事
史
家

が
向
け
る
戦
争
へ
の
関
心
と
し
て
、
主
と
し
て
二
つ
の
領
域
が
あ
る
。

一
つ
は
志
願
軍
の
上
級
司
令
部
や
高
級
指
揮
官
の
戦
域
レ
ベ
ル
に
お

け
る
戦
争
の
実
践
で
あ
り）（
（

、
い
ま
一
つ
は
個
々
の
部
隊
や
兵
士
の
戦

闘
経
験
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
は
、
中
国
が
は
じ
め
て
経
験
し
た
激
烈

な
現
代
戦
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
日
ま
で
の
中
国
の
軍
事
的
発
展
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
問
題
領
域
に
つ
い
て
は
、
記
憶
や
回
想
に
よ
っ
て
も
、
相

当
に
現
実
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
前
記
の
主
題
に
対
し
て
必
ず
し
も
網
羅
的
と
は
い
え
な

い
け
れ
ど
も
、
関
連
す
る
文
献
を
幅
広
く
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡
例

一
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇
一
五
年
初
頭
ま
で
に
中

国
・
台
湾
・
香
港
で
刊
行
さ
れ
た
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
書
籍
を
発
行

年
順
に
採
録
し
た
。

二
、
本
稿
で
は
中
国
の
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
戦
史
と
停
戦
協
議
に
関

連
す
る
書
籍
（
翻
訳
書
は
除
く
）
に
重
点
を
お
き
、
朝
鮮
戦
争
以
前

の
中
国
・
ソ
連
・
北
朝
鮮
の
三
者
関
係
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
書

籍
や
、
朝
鮮
戦
争
当
時
、
中
国
国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
「
抗
美
援

朝
」
運
動
な
ど
に
関
連
す
る
書
籍
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
原
則

と
し
て
掲
載
し
て
い
な
い
。

三
、
各
書
籍
あ
る
い
は
、
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に
書
誌
情
報
な
ど
を
含
む

簡
単
な
解
説
を
付
し
た
。

四
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
一
、
一
次
資
料
」、「
二
、
研
究
書
・
論

文
集
」、「
三
、
翻
訳
書
」、「
四
、
戦
史
・
伝
記
・
回
想
録
（「
紀
実

文
学
」、「
傳
記
文
学
」、「
報
告
文
学
」
も
含
む
）」
に
分
け
て
記
載

し
た）4
（

。

五
、
発
行
年
が
ま
た
が
る
同
一
シ
リ
ー
ズ
の
書
籍
や
、
そ
の
シ
リ
ー

ズ
が
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
書
籍
に
関
し
て
は
、
そ
の
初
巻
が
発
行

さ
れ
た
年
次
に
掲
載
し
た
。

六
、【　

】
内
は
出
版
地
を
示
し
て
い
る
。
出
版
地
を
掲
記
し
て
い

な
い
も
の
は
す
べ
て
中
国
発
行
の
書
籍
で
あ
る
。
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一
、
一
次
資
料

●
二
〇
〇
五
年

・
周
琇
環
（
編
）『
戦
後
外
交
資
料
彙
編
―
―
韓
戦
與
反
共
義
士
篇
』

㈠
（
國
史
館
）【
台
湾
】

　
　
「
反
共
義
士
」
と
は
、
朝
鮮
戦
争
時
、
志
願
軍
の
兵
士
と
し
て

参
戦
し
、
戦
闘
な
ど
で
国
連
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た
中
国
人
の
う

ち
、
捕
虜
送
還
交
渉
に
お
い
て
中
国
大
陸
へ
の
帰
国
を
望
ま
ず
、

台
湾
へ
の
送
還
を
希
望
し
た
者
の
こ
と
。
彼
ら
は
巨
済
島
の
捕

虜
収
容
施
設
内
に
お
い
て
、
中
国
大
陸
へ
の
送
還
を
求
め
る
多

く
の
中
国
人
兵
士
と
激
し
い
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
。
な
お
こ

の
「
反
共
義
士
」
と
い
う
用
語
は
ほ
ぼ
台
湾
の
み
で
使
用
さ
れ

る
呼
称
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
「
反
共
義
士
」
を
台
湾
に
帰
還

さ
せ
る
た
め
に
台
湾
が
内
部
的
あ
る
い
は
、
外
交
的
に
働
き
か

け
た
、
当
時
の
文
書
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
本
書
を
含
め
て
二

〇
〇
九
年
ま
で
に
第
三
巻
ま
で
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

●
二
〇
〇
六
年

・
鄭
維
山
『
鄭
維
山
作
戦
筆
記
―
―
従
土
地
革
命
到
抗
美
援
朝
』

（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

鄭
は
、
朝
鮮
戦
争
当
時
第
一
九
兵
団
の
副
司
令
員
兼
参
謀
長
と

し
て
志
願
軍
を
指
揮
し
た
人
物
。
本
書
の
後
半
か
ら
彼
が
当
時
、

一
九
兵
団
の
各
軍
に
行
っ
た
講
話
や
志
願
軍
司
令
部
に
送
達
し

た
と
考
え
ら
れ
る
報
告
書
な
ど
が
付
さ
れ
て
い
る
。

●
二
〇
〇
七
年

・《
陳
賡
軍
事
文
選
》（
編
輯
組
編
）『
陳
賡
軍
事
文
選
』（
解
放
軍
出

版
社
）

　
　

陳
は
、
一
九
五
〇
年
九
月
の
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
に
お
け
る

ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
軍
へ
の
作
戦
支
援
（「
辺
界
戦
役
」）
後
、
五

一
年
三
月
よ
り
志
願
軍
第
三
兵
団
の
司
令
員
と
し
て
朝
鮮
戦
争

に
参
戦
し
、
五
二
年
四
月
か
ら
彭
徳
懐
に
代
わ
り
、
一
時
的
に

代
理
の
総
司
令
員
を
務
め
た
。
本
書
に
は
、
彼
の
朝
鮮
戦
争
に

関
連
す
る
意
見
書
や
報
告
書
が
数
点
収
録
さ
れ
て
い
る
。

・
中
共
河
北
省
委
党
史
研
究
室
（
編
）『
河
北
省
抗
美
援
朝
運
動
』

（
中
央
文
献
出
版
社
）

　
　

河
北
省
で
の
「
抗
美
援
朝
」
運
動
に
関
す
る
資
料
が
網
羅
的
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
同
省
主
要
都
市
な
ら
び
に
県
レ

ベ
ル
の
「
抗
美
援
朝
」
運
動
の
動
向
を
綴
っ
た
文
章
や
関
連
年

表
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
資
料
と
し
て
の
充
実
度
が
高
い
。
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●
二
〇
〇
八
年

・
中
共
中
央
文
献
研
究
室
・
中
央
檔
案
館
（
編
）『
建
国
以
来
周
恩

来
文
稿
』（
三
）（
中
央
文
献
出
版
社
）

　
　

中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
降
、
周
恩
来
が
係
わ
っ
た
電
報
・
書

簡
・
報
告
な
ど
を
掲
載
し
た
文
書
集
。
第
三
冊
の
収
録
範
囲
は

一
九
五
〇
年
七
〜
一
二
月
で
あ
り
、
初
出
の
朝
鮮
戦
争
関
係
文

書
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
第
三
冊
ま
で
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

●
二
〇
〇
九
年

・《
中
国
與
蘇
聯
関
係
文
献
匯
編
》
編
委
会
（
編
）『
中
国
與
蘇
聯
関

係
文
献
匯
編
―
―
一
九
四
九
年
一
〇
月
〜
一
九
五
一
年
一
二
月
』

（
世
界
知
識
出
版
社
）

　
　

中
国
と
ロ
シ
ア
の
国
交
六
〇
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た
中

ソ
関
係
の
文
書
を
収
録
し
た
資
料
集
。
文
書
は
中
国
の
檔
案
文

書
と
旧
ソ
連
檔
案
文
書
の
両
方
が
含
ま
れ
る
。
朝
鮮
戦
争
の
戦

史
に
直
接
関
係
す
る
も
の
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
戦
争

を
め
ぐ
る
国
連
外
交
に
お
け
る
中
ソ
間
の
認
識
の
共
有
な
ど
、

当
時
の
中
ソ
両
国
の
外
交
方
針
を
窺
う
上
で
は
貴
重
な
資
料
が

多
い
。

・
中
共
中
央
文
献
研
究
室
・
中
国
人
民
解
放
軍
軍
事
科
学
院
（
編
）

『
建
国
以
来
毛
沢
東
軍
事
文
稿
』（
上･

中
巻
）（
軍
事
科
学
出
版

社
、
中
央
文
献
出
版
社
）

　
　

下
巻
を
含
め
た
三
巻
本
。
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
以
来
の
毛

沢
東
の
電
報
・
書
簡
・
講
話
類
の
草
稿
や
指
示
・
訓
示
書
面
あ

る
い
は
コ
メ
ン
ト
書
面
な
ど
が
時
系
列
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

上
・
中
巻
が
朝
鮮
戦
争
時
期
に
あ
た
る
。
既
刊
の
『
建
国
以
来

毛
沢
東
文
稿
』（
中
央
文
献
出
版
社
）、『
毛
沢
東
文
集
』（
人
民

出
版
社
）、『
毛
沢
東
軍
事
文
集
』（
軍
事
科
学
出
版
社
、
中
央

文
献
出
版
社
）
に
掲
載
さ
れ
、
初
出
で
は
な
い
文
書
も
あ
る
が
、

初
出
の
朝
鮮
戦
争
関
連
文
書
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

●
二
〇
一
三
年

・
中
央
檔
案
館
・
中
共
中
央
文
献
研
究
室
（
編
）『
中
共
中
央
文
件

選
集
―
―
一
九
四
九
年
一
〇
月
〜
一
九
六
六
年
五
月
』
三
〜
一
三

巻
（
人
民
出
版
社
）

　
　

全
五
〇
巻
。
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
が
発
出
し
た
中
央
委
員

会
各
機
関
や
地
方
委
員
会
へ
の
指
示
文
書
な
ど
を
中
心
に
構
成

さ
れ
た
文
書
集
。
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
朝
鮮
戦
争
関
連
文

書
も
所
収
し
て
い
る
。

・
秦
基
偉
『
本
色
―
―
秦
基
偉
戦
争
日
記
（
上
・
下
）』（
新
華
出
版

社
）
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一
九
五
一
年
に
第
一
五
軍
軍
長
と
し
て
入
朝
し
、
第
五
次
戦
役

や
上
甘
嶺
戦
役
を
指
揮
し
た
秦
基
偉
の
日
記
。
一
九
三
九
年
か

ら
一
九
五
三
年
に
わ
た
る
が
（
一
部
欠
落
）、
朝
鮮
戦
争
に
関

係
す
る
部
分
は
下
巻
の
後
半
二
百
数
十
ペ
イ
ジ
に
及
ぶ
。
戦
闘

の
推
移
ば
か
り
で
な
く
部
隊
内
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

二
、
研
究
書
・
論
文
集

●
二
〇
一
一
年

・
齊
徳
学
『
你
不
了
解
的
抗
美
援
朝
戦
争
』（
遼
寧
人
民
出
版
社
）

　
　

本
書
は
朝
鮮
戦
争
の
軍
事
史
の
研
究
者
で
あ
る
齊
が
一
九
八
〇

年
代
か
ら
発
表
し
て
き
た
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
。
朝
鮮
戦
争

の
戦
史
に
関
す
る
仔
細
な
点
に
ま
で
論
究
し
、
読
み
応
え
が
あ

る
が
、
議
論
の
内
容
が
経
年
に
よ
り
古
く
な
っ
て
い
る
点
が
悔

や
ま
れ
る
。

・
中
華
人
民
共
和
国
国
史
学
会
（
編
）『
抗
美
援
朝
―
―
六
〇
年
后

的
回
眸
』（
当
代
中
国
出
版
社
）

　
　

二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
中
華
人
民
共
和
国
国
史
学
会
と
中
国
軍

事
科
学
学
会
軍
事
歴
史
分
会
が
開
催
し
た
「
中
国
人
民
志
願
軍

抗
美
援
朝
出
国
六
〇
周
年
紀
念
」
学
術
報
告
会
で
の
報
告
を
基

に
組
ま
れ
た
研
究
報
告
集
。
徐
焔
、
齊
徳
学
、
曲
愛
国
な
ど
戦

史
研
究
者
の
論
説
が
多
い
。

・
張
寧
（
主
編
）『
抗
美
援
朝
―
―
一
九
五
〇
年
内
蒙
古
紀
事
』（
中

共
党
史
出
版
社
）

　
　

一
九
五
〇
年
に
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
「
抗
美
援

朝
」
運
動
に
関
し
て
言
及
し
た
研
究
書
。
興
味
深
い
の
は
、
当

地
の
満
州
里
を
経
由
し
て
ソ
連
か
ら
の
軍
事
物
資
な
ど
を
朝
鮮

前
線
に
ど
の
よ
う
に
運
搬
し
た
の
か
な
ど
の
、
兵
站
輸
送
業
務

に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
も
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
た
だ
し
残
念
な
こ
と
に
、
資
料
情
報
な
ど
に
つ
い
て
の

明
確
な
記
載
は
な
い
。

●
二
〇
一
二
年

・
沈
志
華
『
冷
戦
的
起
源
』（
九
州
出
版
社
）

・
沈
志
華
『
冷
戦
的
轉
型
』（
九
州
出
版
社
）

・
沈
志
華
『
冷
戦
在
亜
洲
』（
九
州
出
版
社
）

・
沈
志
華
『
冷
戦
中
的
盟
友
』（
九
州
出
版
社
）

　
　

沈
が
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
冷
戦
史
関
係
の
論
文
を
内
容
ご

と
に
編
集
・
分
冊
化
し
た
著
作
集
。
朝
鮮
戦
争
関
係
の
論
文
は

前
記
の
各
巻
す
べ
て
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
す
べ
て
の
巻

末
に
は
、
ほ
ぼ
沈
に
よ
っ
て
公
表
済
み
の
中
国
語
訳
旧
ソ
連
資
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料
や
中
国
外
交
部
檔
案
館
の
資
料
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お

本
著
作
集
に
は
『
冷
戦
的
再
轉
型
』
と
題
し
た
、
中
ソ
対
立
初

期
を
取
り
扱
っ
た
既
発
表
論
文
集
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
朝

鮮
戦
争
関
係
の
論
文
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。

・
牛
軍
『
冷
戦
與
中
国
外
交
的
縁
起
―
―
一
九
四
九
〜
一
九
五
五
』

（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
）

　
　

北
京
大
学
の
牛
軍
に
よ
る
冷
戦
初
期
の
中
国
外
交
と
国
際
関
係

を
め
ぐ
る
研
究
書
。
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
記
述
も
最
新
の
資
料

を
用
い
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
外
交
面
か
ら
見
た
朝
鮮
戦
争
研

究
の
進
歩
へ
の
貢
献
は
大
き
い
。
な
お
本
書
は
二
〇
一
三
年
に

「
修
訂
版
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
ど
の
部
分
に
修

正
を
加
え
た
の
か
が
注
記
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
が
惜
し

ま
れ
る）5
（

。

・
侯
松
壽
『
全
能
政
治
―
―
抗
美
援
朝
運
動
中
的
社
会
動
員
』（
中

央
文
献
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
中
の
抗
美
援
朝
運
動
に
関
す
る
研
究
書
で
、
中
国
の

研
究
者
に
よ
る
同
運
動
に
つ
い
て
の
詳
細
な
社
会
科
学
的
研
究

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
必
ず
し
も
戦
争
動
員
と
し
て
発
動
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
同
運
動
が
次
第
に
社
会
動
員
の
た
め
の
も
の

と
な
り
、
そ
の
規
模
や
範
囲
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
の

推
移
と
運
動
の
動
静
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
な
ど
が
、

社
会
心
理
学
や
社
会
学
の
手
法
も
応
用
さ
れ
て
分
析
さ
れ
る
。

引
用
文
献
も
多
岐
に
わ
た
る
。

・
金
祥
波
『
朝
鮮
対
外
戦
略
史
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
）

　
　

一
九
四
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
北
朝
鮮
の
対
外
戦
略
に

関
す
る
研
究
書
。
そ
の
う
ち
の
一
節
で
あ
る
「
朝
鮮
戦
争
勃
発

前
後
に
お
け
る
ソ
連
、
中
国
の
援
助
を
勝
ち
取
る
外
交
努
力
」

に
お
い
て
朝
鮮
戦
争
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ほ
ど
詳
細
な
研
究

で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
北
朝
鮮
の
対
外
認
識
を
概
観
す
る

上
で
は
有
用
で
あ
る
。

●
二
〇
一
三
年

・
沈
志
華
『
朝
鮮
戦
争
再
探
―
―
中
蘇
朝
的
合
作
與
分
岐
』（
三
聯

書
店
香
港
有
限
公
司
）【
香
港
】

　
　

本
書
の
「
序
」
を
書
い
た
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
チ
ェ
ン
・
ジ
ェ
ン

（
陳
兼
）
は
、
朝
鮮
戦
争
研
究
上
に
お
け
る
本
書
の
位
置
付
け

を
、
二
〇
〇
三
年
に
発
刊
（
二
〇
〇
七
年
は
修
訂
版
を
刊
行
）

し
た
『
毛
沢
東
・
斯
大
林
與
朝
鮮
戦
争
』（
広
東
人
民
出
版
社
）
（
（

）

の
「
全
面
修
訂
」
版
だ
と
し
て
い
る
。
記
述
に
お
い
て
は
、
沈

の
従
来
の
分
析
手
法
で
あ
る
旧
ソ
連
資
料
に
基
本
的
に
依
拠
し

つ
つ）（
（

、
当
時
の
中
ソ
関
係
の
あ
り
方
か
ら
朝
鮮
戦
争
を
分
析
す

る
と
い
う
方
法
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
た
だ
本
書
で
は
そ
れ
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の
み
な
ら
ず
、
こ
と
に
中
国
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
決
定
過
程

の
分
析
に
お
い
て
は
、
当
時
の
中
国
側
関
係
者
へ
の
聞
取
り
調

査
や
そ
の
回
想
録
な
ど
に
も
依
拠
し
、
論
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
脚
注
や
参
考
文
献
あ
る
い
は
、
こ
れ
ま
で
の
沈
の
著
作
の

特
徴
と
い
っ
て
も
よ
い
中
国
語
訳
旧
ソ
連
資
料
の
掲
載
が
な
く
、

そ
の
意
味
で
は
資
料
性
に
乏
し
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

・
沈
志
華
『
無
奈
的
選
択
・
冷
戦
與
中
蘇
同
盟
的
命
運
―
―
一
九
四

五
〜
一
九
五
九
』
上
下
巻
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
）

　
　

沈
の
一
九
五
〇
年
代
末
ま
で
の
中
ソ
関
係
に
つ
い
て
綴
っ
た
研

究
書
。
全
一
〇
章
の
う
ち
一
章
が
朝
鮮
戦
争
の
記
述
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。
脚
注
や
参
考
文
献
一
覧
な
ど
は
あ
る
が
、
中
国
語

訳
旧
ソ
連
資
料
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

・
邵
志
勇
『
抗
美
援
朝
分
水
嶺
―
―
砥
平
里
戦
記
』（
人
民
出
版
社
）

　
　

中
国
の
朝
鮮
戦
争
の
戦
史
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
第
四
次

戦
役
の
詳
細
な
研
究
は
「
タ
ブ
ー
視
」
さ
れ
て
い
た
が
、
同
戦

役
に
お
け
る
西
部
・
中
部
戦
線
（
楊
平
・
原
州
・
横
城
）
砥
平

里
地
区
で
の
戦
闘
に
つ
い
て
仔
細
に
分
析
し
た
書
籍
。
本
書
の

序
を
記
し
た
劉
慶
は
志
願
軍
の
砥
平
里
で
の
敗
北
を
「
志
願
軍

が
入
朝
作
戦
後
に
遭
遇
し
た
初
め
て
の
極
め
て
重
い
敗
退
」
で

あ
っ
た
と
述
べ
る
。

・
沈
幸
儀
『
一
萬
四
千
個
證
人
―
―
韓
戦
時
期
「
反
共
義
士
」
之
研

究
』（
国
史
館
）【
台
湾
】

　
　

台
湾
で
「
反
共
義
士
」
と
い
わ
れ
る
元
中
国
人
参
戦
兵
士
に
つ

い
て
、
そ
の
参
戦
か
ら
、
捕
虜
収
容
所
で
の
「
反
共
闘
争
」
な

ら
び
に
、
台
湾
帰
還
後
動
向
ま
で
、
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
た
研
究

書
。
台
湾
に
あ
る
中
華
民
国
外
交
部
資
料
な
ど
も
丁
寧
に
調

査
・
分
析
し
て
お
り
、
資
料
が
充
実
し
て
い
る
。

・
楊
昭
全
・
孫
艶
姝
『
当
代
中
朝
中
韓
関
係
史
（
上
・
下
）』（
吉
林

文
史
出
版
社
）

　
　

一
九
四
九
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
中
朝
中
韓
関
係
通
史
。

中
朝
関
係
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
七
期
に
分
け
て
い
る
が
、
そ

の
第
一
期
を
「
政
治
同
盟
、
軍
事
合
作
」
の
時
期
と
し
て
、
主

と
し
て
朝
鮮
戦
争
勃
発
の
遠
因
か
ら
志
願
軍
の
参
戦
、
そ
し
て

一
九
五
八
年
の
撤
兵
ま
で
が
叙
述
さ
れ
る
。
停
戦
交
渉
に
つ
い

て
も
比
較
的
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
は
ほ
ぼ
既
存
の

研
究
や
公
式
戦
史
で
あ
る
。

●
二
〇
一
四
年

・
宋
暁
芹
『
隠
於
幕
後
―
―
蘇
聯
與
朝
鮮
戦
争
』（
社
会
科
学
文
献

出
版
社
）

　
　

沈
志
華
の
協
力
の
下
で
、
中
国
語
お
よ
び
英
語
の
文
献
を
用
い

て
朝
鮮
戦
争
と
ソ
連
と
の
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
。
戦
争
の
勃
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発
、
中
国
の
参
戦
、
空
軍
力
支
援
、
停
戦
交
渉
等
に
そ
れ
ぞ
れ

ソ
連
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
が
検
討
さ
れ
る
。
ソ
連
の

果
た
し
た
役
割
や
作
用
を
詳
細
に
分
析
し
て
お
り
有
用
で
あ
る

が
、
相
対
的
に
中
国
の
戦
略
的
企
図
や
そ
の
主
体
性
が
過
小
に

評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

・
徐
焔
『
徐
焔
講
稿
自
選
集
』（
国
防
大
学
出
版
社
）

　
　

中
国
国
防
大
学
の
著
名
な
研
究
者
が
そ
の
教
育
課
程
や
学
術
報

告
で
述
べ
た
も
の
を
集
め
た
「
国
防
大
学
名
師
論
壇
叢
書
」
の

一
冊
で
、
中
国
軍
事
史
や
冷
戦
史
に
つ
い
て
の
著
名
な
研
究
者

で
あ
る
同
大
学
の
徐
焔
の
自
選
著
述
集
。
抗
日
戦
争
か
ら
今
日

の
中
国
人
民
解
放
軍
ま
で
幅
広
く
言
及
す
る
。
そ
の
う
ち
、

「
抗
美
援
朝
戦
争
の
疑
問
と
分
析
」
の
章
で
は
こ
れ
ま
で
の
著

者
の
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
参
戦
は
米
国
と
の

対
決
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
戦
争
の
過
程
で
そ
の

目
標
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
、
そ
の
後
の
人
民
解
放
軍
近
代
化

の
飛
躍
的
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
な
ど
、
中
国
に
お
け

る
朝
鮮
戦
争
研
究
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

三
、
翻
訳
書

●
二
〇
〇
六
年

・
艾
沢
曼
（
陳
昱
澍
訳
）『
美
国
人
眼
中
的
朝
鮮
戦
争
』（
当
代
中
国

出
版
社
）

　
　

マ
ウ
リ
ス
・
イ
ッ
サ
ー
マ
ン
の
著
作
の
中
国
語
版
［M

aurice 
Isserm

an, A
m

erica at W
ar: K

orean W
ar (N

ew
 Y

ork: 
Facts O

n File, （004)

］。

　
●
二
〇
〇
七
年

・
約
翰
・
托
蘭
（
孟
慶
龍
等
訳
）『
漫
長
的
戦
闘
―
―
美
国
人
眼
中

的
朝
鮮
戦
争
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
）

　
　

ジ
ョ
ン
・
ト
ー
ラ
ン
ド
の
著
作
の
中
国
語
版
［John T

oland, 
In M

ortal C
om

bat K
orea, 1950-1953 (N

ew
 Y

ork: 
W

illiam
 M

orrow
, （99（)

］。

●
二
〇
〇
八
年

・
昆
明
市
社
会
科
学
院
（
編
）（
龍
東
林
・
朴
八
先
訳
）『
李
範
奭
将

軍
回
憶
録
』（
雲
南
人
民
出
版
社
）

　
　

李
範
奭
『
鐡
驥
李
範
奭
自
伝
―
―
ウ
ド
ゥ
ン
ブ
ル
』（
ソ
ウ
ル
、
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思
想
社
、
一
九
七
一
年
、
三
育
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
の
中

国
語
版
）
8
（

。

●
二
〇
一
〇
年

・
哈
伯
斯
垢
姆
（
王
祖
寧
等
訳
）『
最
寒
的
冬
天
』（
重
慶
出
版
社
）

　
　

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
の
著
作
の
中
国
語
版

［D
avid H

alberstam
, T

he Coldest W
inter: A

m
erica 

and the K
orean W

ar (N
ew

 Y
ork: H

yperion Books, 
（00（).

山
田
耕
介
・
山
田
侑
平
訳
『
ザ
・
コ
ー
ル
デ
ス
ト
・

ウ
ィ
ン
タ
ー
―
―
朝
鮮
戦
争
』
全
二
冊
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇

九
年
）］。

●
二
〇
一
二
年

・
亜
歴
山
大
（
郭
維
敬
・
劉
榜
離
等
訳
）『
朝
鮮
―
―
我
們
第
一
次

敗
戦
』（
新
星
出
版
社
）

　
　

ベ
ヴ
ィ
ン
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
著
作
の
中
国
語
版
［Bevin 

A
lexander, K

orea: T
he First W

ar W
e L

ost (N
ew

 
Y

ork: H
ippocrene Books, （98（)

］。

●
二
〇
一
三
年

・
布
魯
斯
・
康
明
思
（
林
添
貴
訳
）『
朝
鮮
戦
争
―
―
你
以
為
已
経

遺
忘
、
其
実
従
不
曾
了
解
的
一
段
歴
史
』（
左
岸
文
化
事
業
有
限

公
司
、
二
〇
一
三
年
）【
台
湾
】

　
　

ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス
の
著
作
の
中
国
語
版
［Bruce 
Com

ings, T
he K

orean W
ar: A

 H
istory (N

ew
 Y

ork: 
M

odern Library, （0（0) 

、
栗
原
泉
、
山
岡
由
美
訳
『
朝
鮮

戦
争
論
―
―
忘
れ
ら
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
』（
明
石
書
店
、
二

〇
一
四
年
）］。

・
梅
哈
福
尓
（
羅
丁
紫
・
許
志
強
・
馬
春
霞
訳
）『
従
西
点
軍
校
到

鴨
緑
江
』（
世
界
図
書
出
版
北
京
公
司
）

　
　

ハ
リ
ー
・
Ｊ
・
メ
イ
ル
ハ
ー
フ
ァ
ー
の
著
作
の
中
国
語
版

［H
arry J. M

ailhafer, From
 the H

udson to the Y
alu: 

W
est Point '49 in the K

orean W
ar (College Station: 

T
exas A

&
M

 U
niversity Press, （99（)

］。

四
、
戦
史
・
伝
記
・
回
想
録
（「
紀
実
文
学
」、「
傳
記
文

学
」、「
報
告
文
学
」
も
含
む
）

●
二
〇
〇
五
年

・
楚
雲
『
朝
鮮
戦
争
内
幕
全
公
開
』（
時
事
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
の
全
過
程
を
詳
細
に
叙
述
し
て
い
る
が
、「
内
幕
全

公
開
」
と
い
う
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資

料
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
信
憑
性
は
高
い
と
は
い
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い
が
た
い
。

・
董
保
存
『
百
戦
戦
将
―
―
楊
成
武
』（
解
放
軍
文
芸
出
版
社
）

　
　

第
二
〇
兵
団
を
率
い
て
一
九
五
一
年
六
月
に
朝
鮮
戦
争
に
参
戦

し
た
楊
の
伝
記
。
全
二
三
章
の
う
ち
、
四
章
が
朝
鮮
戦
争
の
記

述
に
割
か
れ
て
い
る
。

・
祝
継
光
『
戦
俘
奥
運
会
紀
実
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

祝
は
一
九
五
二
年
四
月
に
志
願
軍
政
治
部
捕
虜
収
容
所
宣
教
幹

事
と
し
て
朝
鮮
戦
争
に
関
わ
っ
た
人
物
。
本
書
は
祝
が
担
当
し

て
い
た
碧
潼
捕
虜
収
容
所
で
一
九
五
二
年
一
一
月
一
五
〜
二
六

日
に
開
催
さ
れ
た
大
規
模
な
運
動
会
を
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と

称
し
て
行
っ
た
経
過
が
詳
細
に
書
か
れ
て
お
り
、
非
常
に
稀
有

な
記
録
で
あ
る
。

●
二
〇
〇
六
年

・
向
守
志
『
向
守
志
回
憶
録
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

第
一
五
軍
第
四
四
師
団
の
師
団
長
（
後
に
第
一
五
軍
参
謀
長
）

と
し
て
、
第
五
次
戦
役
よ
り
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
向
の
回
想

録
。
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
回
想
は
全
一
八
章
中
、
一
章
分
し
か

な
い
が
、
第
五
次
戦
役
よ
り
停
戦
協
定
調
印
時
期
ま
で
の
同
軍

の
戦
闘
活
動
が
比
較
的
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

・
武
立
金
『
毛
岸
英
在
朝
鮮
戦
場
』（
作
家
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
四
日
の
国
連
軍

の
「
ク
リ
ス
マ
ス
攻
勢
」
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
に
よ
る

志
願
軍
司
令
部
へ
の
爆
撃
を
受
け
て
死
亡
し
た
毛
沢
東
の
実
子
、

毛
岸
英
の
朝
鮮
戦
争
参
戦
へ
の
経
緯
を
綴
っ
た
伝
記
。

・
李
庄
・
李
東
東
『
李
庄
朝
鮮
戦
地
日
記
』（
寧
夏
人
民
出
版
社
）

　
　

人
民
日
報
社
の
従
軍
記
者
で
あ
っ
た
李
庄
が
朝
鮮
戦
場
で
書
い

た
日
記
。
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
日
か
ら
五
一
年
三
月
一
〇
日

ま
で
の
う
ち
、
七
七
日
分
の
日
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書

は
、
見
開
き
左
ペ
イ
ジ
に
李
庄
が
自
身
で
書
い
た
日
記
の
写
真

版
が
、
右
ペ
イ
ジ
に
活
字
化
し
た
日
記
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
構
成
が
同
日
記
の
資
料
の
証
拠
能
力
性
を
高
め
て
い

る
。

・
黄
茵
・
黄
谷
柳
『
黄
谷
柳
朝
鮮
戦
争
戦
地
写
真
』（
嶺
南
美
術
出

版
社
）

　
　

作
家
の
黄
谷
柳
が
朝
鮮
へ
慰
問
団
の
一
員
と
し
て
、
朝
鮮
戦
場

を
訪
れ
た
際
に
残
し
た
写
真
と
日
記
な
ら
び
に
、
報
告
文
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
黄
茵
は
黄
柳
谷
の
孫
に
あ
た
る
。

・
宋
国
東
『
志
願
軍
十
虎
将
』（
中
央
党
史
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
で
戦
っ
た
志
願
軍
の
一
〇
人
の
軍
人
の
活
躍
を
描
い

た
も
の
。
志
願
軍
副
司
令
員
洪
学
智
、
空
軍
司
令
員
聶
鳳
智
、

第
二
〇
軍
軍
長
張
翼
翔
、
第
二
七
軍
軍
長
彭
徳
清
、
第
三
九
軍
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軍
長
呉
信
泉
、
第
四
〇
軍
軍
長
温
玉
成
、
第
四
二
軍
軍
長
呉
瑞

林
、
第
六
〇
軍
軍
長
張
祖
諒
、
第
六
三
軍
軍
長
傳
崇
碧
、
第
六

六
軍
軍
長
蕭
新
槐
を
採
り
上
げ
て
い
る
。

・
楊
斯
徳
『
歴
史
使
命
―
―
共
和
国
将
軍
楊
斯
徳
回
憶
録
』（
華
芸

出
版
社
）

　
　

著
者
は
一
九
五
二
年
に
中
国
空
軍
第
二
一
師
団
の
副
政
治
委
員

と
な
っ
た
人
物
。
朝
鮮
戦
争
に
関
し
て
は
、
回
想
録
的
な
記
述

は
多
く
な
く
、
捕
虜
問
題
に
関
す
る
比
較
的
一
般
的
な
記
述
の

み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

・
劉
慶
涛
『
開
国
上
将
―
―
李
涛
』（
解
放
軍
文
芸
出
版
社
）

　
　

李
は
中
央
人
民
政
府
人
民
革
命
軍
事
委
員
会
の
作
戦
部
で
朝
鮮

戦
争
の
勃
発
か
ら
志
願
軍
の
参
戦
ま
で
、
北
朝
鮮
軍
の
戦
況
や

国
連
軍
の
仁
川
上
陸
の
可
能
性
の
分
析
な
ど
、
志
願
軍
の
参
戦

に
資
す
る
情
勢
判
断
を
中
国
指
導
層
に
報
告
・
提
案
し
た
人
物
。

李
は
中
国
の
朝
鮮
戦
争
参
戦
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
人

物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
に
関
す
る
伝
記
は
少
な
く
、

そ
の
意
味
で
貴
重
な
一
冊
と
い
え
る
。

・
安
克
峻
・
李
瑶
（
編
著
）『
抗
美
援
朝
中
的
山
東
人
』（
山
東
人
民

出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
山
東
省
出
身
の
兵
士
の
戦
地
で
の
活
躍

と
、
当
地
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
前
線
支
援
を
行
っ
た
か
を

綴
っ
た
書
籍
。
巻
末
に
は
山
東
省
出
身
の
兵
士
の
詳
細
な
経
歴

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

・
王
波
『
毛
沢
東
的
艱
難
決
策
㈠
中
国
人
民
志
願
軍
出
兵
朝
鮮
的
決

策
過
程
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
）

　
　

二
〇
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
同
書
の
再
版
。
軍
人
で
あ
る
筆
者

が
参
戦
経
験
者
等
に
取
材
し
て
執
筆
し
た
「
報
告
文
学
」
で
あ

る
。「
文
献
及
び
史
料
」
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
と
さ
れ
、

ま
た
再
版
付
録
と
し
て
三
編
の
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
参
戦
の
決
定
と
中
国
人
民
志
願
軍
の
活
躍
を
称
揚
し

た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
中
国
側
の
見
解
を
超
え
る
も
の
で
は

な
い
。

●
二
〇
〇
七
年

・
鄭
時
文
『
我
心
有
歌
―
―
一
個
学
生
兵
的
朝
鮮
戦
場
親
歴
記
』

（
世
界
知
識
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
鄭
は
一
九
五
〇
年
に
中
国
人
民
解
放
軍

第
二
野
戦
軍
軍
政
大
学
に
入
学
す
る
と
、
五
一
年
三
月
に
は
第

一
五
軍
第
二
九
師
団
の
工
作
要
員
と
し
て
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
、

以
後
五
七
年
八
月
ま
で
朝
鮮
戦
場
に
と
ど
ま
っ
た
人
物
。
本
書

は
鄭
が
経
験
し
た
朝
鮮
戦
争
に
関
し
て
の
随
筆
集
的
な
側
面
が

強
い
が
、「
上
甘
嶺
戦
役
」
な
ど
に
つ
い
て
は
比
較
的
詳
細
な
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回
想
録
と
な
っ
て
い
る
。

・
武
宏
『
軍
旅
生
涯
』（
中
国
文
史
出
版
社
）

　
　

武
は
第
六
五
軍
第
一
九
四
師
団
第
五
八
〇
連
隊
に
所
属
し
、
一

九
五
一
年
二
月
に
朝
鮮
戦
場
に
赴
き
、
第
五
次
戦
役
か
ら
朝
鮮

で
の
戦
闘
を
経
験
す
る
。
五
二
年
一
二
月
に
第
一
九
四
師
団
副

師
団
長
に
昇
進
し
、
五
三
年
九
月
に
中
国
に
帰
還
し
た
。
朝
鮮

戦
争
に
関
す
る
記
述
は
本
書
の
一
部
分
で
あ
る
が
、
内
容
は
詳

細
で
あ
る
。

・《
陳
賡
傳
》
編
写
組
『
陳
賡
傳
』（
当
代
中
国
出
版
社
）

　
　

当
代
中
国
出
版
社
が
シ
リ
ー
ズ
で
刊
行
し
て
い
る
中
国
軍
将
領

伝
の
一
冊
。
本
書
で
は
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
が
、

一
九
五
二
年
四
月
に
病
気
治
療
の
た
め
中
国
に
帰
還
し
た
彭
徳

懐
に
代
わ
り
、
以
後
、
同
年
六
月
に
鄧
華
が
正
式
に
代
理
総
司

令
員
に
な
る
ま
で
、
陳
が
事
実
上
の
総
司
令
員
を
代
行
し
た
こ

と
の
経
緯
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
。

・
陸
有
徳
『
我
的
軍
旅
生
涯
』（
私
家
版
）

　
　

陸
は
一
九
五
一
年
に
大
学
卒
業
後
、
中
央
人
民
政
府
人
民
革
命

軍
事
委
員
会
通
信
部
技
術
處
に
入
り
、
五
二
年
三
月
か
ら
五
三

年
八
月
ま
で
の
間
、
通
信
技
術
要
員
と
し
て
四
度
に
わ
た
り
朝

鮮
戦
場
に
赴
い
た
。
本
書
は
私
家
版
な
が
ら
、
朝
鮮
戦
争
期
の

中
国
の
通
信
技
術
の
実
態
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
回
想
録
で
あ

る
。

・
周
明
『
韓
戦
―
―
抗
美
援
朝
』（
知
兵
堂
）【
台
湾
】

　
　

本
書
は
朝
鮮
戦
争
に
お
い
て
軍
事
的
な
関
心
が
高
い
話
題
に
特

化
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
リ
タ
リ
ー
系
」
の
書
籍
。
だ
が
そ
の

半
分
近
い
ペ
イ
ジ
数
を
、
第
二
次
戦
役
の
東
部
戦
線
に
お
け
る

長
津
湖
地
区
で
の
戦
い
に
関
す
る
一
章
と
し
、
そ
の
末
尾
に
は

朝
鮮
戦
争
当
時
、
第
二
〇
軍
第
五
八
師
団
第
一
七
四
連
隊
三
大

隊
に
所
属
し
、
長
津
湖
地
区
の
戦
い
に
参
戦
し
た
著
者
の
父

（
姓
名
不
詳
）
の
回
想
記
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
粛
邦
振
（
等
編
著
）『
飛
殲
空
中
敵
―
―
尋
訪
空
軍
飛
行
員
戦
闘

英
雄
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

本
書
は
朝
鮮
戦
争
時
に
米
空
軍
と
の
空
中
戦
に
よ
り
、
米
軍
機

に
大
き
な
打
撃
を
加
え
た
こ
と
で
、
後
に
「
戦
闘
英
雄
」
の
称

号
を
与
え
ら
れ
た
中
国
空
軍
の
元
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
訪
ね
、
当
時

の
空
中
戦
の
様
子
を
聞
き
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

・
呉
清
麗
・
王
計
昌
『
出
奇
制
勝
―
―
軍
事
院
校
詳
解
人
民
軍
隊
実

戦
案
例　

抗
美
援
朝
巻
』（
上
海
人
民
出
版
社
）

　
　

本
書
は
中
国
参
戦
以
後
の
五
次
ま
で
の
戦
役
と
「
上
甘
嶺
戦

役
」、「
金
城
戦
役
」
に
つ
い
て
軍
事
作
戦
面
か
ら
検
討
し
た
概

説
書
。

・
胡
海
波
『
雲
山
大
碰
撞
―
―
第
一
次
戦
役
戦
時
報
告
』（
軍
事
科
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学
出
版
社
）

・
胡
海
波
『
亮
剣
長
津
湖
―
―
第
二
次
戦
役
戦
時
報
告
』

・
殷
力
『
漢
城
争
奪
戦
―
―
第
三
次
戦
役
戦
時
報
告
』

・
趙
建
利
『
横
城
大
反
撃
―
―
第
四
次
戦
役
戦
時
報
告
』

・
趙
建
利
・
梁
有
江
『
烽
火
三
八
戦
―
―
第
五
次
戦
役
戦
時
報
告
』

・
林
勇
『
漢
江
拉
鋸
戦
―
―
一
九
五
一
年
夏
秋
防
御
戦
役
戦
時
報

告
』

・
林
勇
・
殷
力
『
浴
血
上
甘
嶺
―
―
上
甘
嶺
防
御
戦
役
戦
時
報
告
』

・
林
勇
・
殷
力
『
金
城
唱
絶
响
―
―
一
九
五
三
年
夏
季
反
撃
戦
戦
役

戦
時
報
告
』

　
　

以
上
八
冊
は
軍
事
科
学
出
版
社
よ
り
、「
遠
東
朝
鮮
戦
争
経
典

戦
役
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
各
巻
大
冊
で
、

参
考
文
献
は
省
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
各
巻
随
所
に
地
図
や
写

真
が
配
置
さ
れ
て
、
資
料
性
に
富
む
。

●
二
〇
〇
八
年

・
欒
克
超
『
血
與
火
的
較
量
―
―
抗
美
援
朝
紀
実
』（
華
芸
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
で
あ
る
が
、
中
国
お
よ
び
、
中
国
語
に
翻

訳
さ
れ
た
旧
ソ
連
の
資
料
な
ど
も
用
い
て
志
願
軍
参
戦
以
来
の

朝
鮮
戦
争
の
全
過
程
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
著
書
紹
介

欄
に
は
、
著
者
の
欒
が
志
願
軍
の
兵
団
部
参
謀
と
し
て
朝
鮮
戦

争
に
参
戦
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
に
は
欒
の
そ
う

し
た
参
戦
体
験
が
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。

・
昆
嶺
『
父
親
杜
平
―
―
紀
念
杜
平
将
軍
誕
辰
一
百
年
』（
上
海
文

芸
出
版
社
）

　
　

志
願
軍
の
政
治
部
主
任
と
し
て
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
杜
の
娘
、

昆
嶺
が
父
の
生
誕
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
杜
の
遺
し
た
文

字
資
料
や
写
真
な
ど
を
参
考
に
、
軍
人
と
し
て
の
父
の
在
り
し

日
々
を
綴
っ
た
も
の
。
全
六
章
の
う
ち
一
章
が
朝
鮮
戦
争
に
関

す
る
記
述
で
あ
る
。

・
郭
維
敬
『
板
門
店
談
判
見
証
録
』（
大
象
出
版
社
）

　
　

著
者
の
郭
は
朝
鮮
戦
争
当
時
、
国
連
軍
捕
虜
の
収
容
施
設
の
管

理
や
志
願
軍
の
政
治
部
に
い
た
人
物
。
本
書
は
停
戦
協
議
が
開

城
か
ら
板
門
店
に
移
っ
て
以
降
の
交
渉
の
状
況
や
捕
虜
問
題
を

中
心
に
扱
っ
て
い
る
が
、
郭
自
身
の
回
想
的
な
記
述
は
少
な
い
。

・
魯
杰
『
彭
徳
懐
兵
法
與
謀
略
』（
四
川
人
民
出
版
社
）

　
　

志
願
軍
総
司
令
員
の
彭
徳
懐
が
生
涯
に
お
い
て
戦
っ
て
き
た
戦

闘
の
な
か
か
ら
彼
の
軍
事
指
導
者
と
し
て
の
力
量
を
分
析
し
た

も
の
。
朝
鮮
戦
争
に
つ
い
て
は
、
そ
の
戦
闘
の
局
面
に
お
け
る

彼
の
軍
事
指
導
の
実
態
に
応
じ
て
各
章
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。
巻
末
に
は
参
考
文
献
一
覧
も
あ
る
。

・
楊
冠
群
『
熱
戦
中
的
冷
戦
―
―
板
門
店
停
戦
談
判
』（
世
界
知
識
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出
版
社
）

　
　

二
〇
〇
四
年
一
月
に
対
外
開
放
さ
れ
た
中
国
外
交
部
の
外
交
檔

案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
な
ど
を
用
い
て
、
板
門
店
で
の

交
渉
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
関
心
を
記
し
た
も
の
。
し
か
し
、
脚

注
な
ら
び
に
参
考
文
献
や
檔
案
資
料
番
号
に
関
す
る
記
述
は
一

切
な
く
、
資
料
性
は
高
く
な
い
。
な
お
著
者
の
楊
は
自
身
が
板

門
店
で
の
停
戦
交
渉
の
全
過
程
に
「
工
作
人
員
」
と
し
て
携

わ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

・
李
慶
山
『
志
願
軍
援
朝
紀
実
』（
中
共
党
史
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
五
〇
〇
ペ
イ
ジ
を
超
え
る
大
冊
で
朝
鮮

戦
争
全
体
を
概
観
し
た
書
。
巻
末
に
参
考
文
献
が
付
さ
れ
て
い

る
が
、
内
容
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
目
新
し
い
も
の
は
な
い
。

・
李
峰
『
決
戦
朝
鮮
』（
長
江
文
芸
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
第
二
次
大
戦
終
結
直
前
の
東
ア
ジ
ア
を

め
ぐ
る
国
際
情
勢
か
ら
朝
鮮
戦
争
終
結
ま
で
が
概
説
的
に
描
か

れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
地
図
や
参
考
文
献
も
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
中
国
側
が
主
張
す
る
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
「
細
菌
戦
」
に
、

日
本
人
が
関
わ
っ
て
い
た
な
ど
の
論
拠
に
乏
し
い
記
述
も
あ
る
。

・
鄭
凱
梅
『
美
国
兵
眼
中
的
戦
争
―
―
従
二
戦
、
朝
戦
到
越
戦
』

（
新
華
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
著
者
の
鄭
は
在
米
華
人
作
家
。
本
書
は

第
二
次
世
界
大
戦
、
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参
戦
し
た

元
米
軍
兵
士
を
訪
ね
、
戦
争
体
験
を
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
て
ま
と

め
た
も
の
。

・
羅
胸
懐
『
中
美
空
中
較
量
』（
人
民
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ま
で
の
米
中
間
に
お
け
る
航
空

戦
の
実
態
を
綴
っ
た
も
の
。
三
部
構
成
の
う
ち
、
一
部
が
朝
鮮

戦
争
に
お
け
る
そ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
参
考
文

献
一
覧
と
、
中
国
空
軍
が
米
軍
機
を
撃
墜
し
、
あ
る
い
は
損
傷

を
負
わ
せ
た
記
録
の
一
覧
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
南
寧
市
政
協
文
史
学
習
委
員
会
（
編
）『
南
寧
文
史
資
料
第
二
六

輯　

抗
美
援
朝
専
輯
』（
出
版
社
記
載
な
し
）

　
　

広
西
壮
族
自
治
区
の
南
寧
市
が
当
地
の
歴
史
の
宣
伝
・
普
及
・

教
育
を
目
的
に
刊
行
し
て
い
る
「
文
史
資
料
」
の
特
集
と
し
て

編
纂
さ
れ
た
書
籍
。
朝
鮮
戦
争
当
時
、
南
寧
市
の
「
抗
美
援

朝
」
運
動
に
関
係
し
た
人
々
の
回
想
や
、
南
寧
市
か
ら
志
願
軍

に
参
加
し
、
朝
鮮
戦
争
で
戦
っ
た
人
物
に
よ
る
回
想
が
お
よ
そ

一
〇
〇
編
ほ
ど
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
朝
鮮
戦
争
で
使

用
さ
れ
た
兵
士
の
生
活
用
品
の
写
真
や
、
南
寧
市
か
ら
参
戦
し

た
兵
士
の
所
属
時
期
、
所
属
し
た
部
隊
に
関
す
る
資
料
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。
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●
二
〇
〇
九
年

・
朱
奎
玉
『
陳
賡
大
将
画
傳
』（
四
川
人
民
出
版
社
）

　
　
「
中
国
人
民
解
放
軍
大
将
画
傳
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
朝
鮮
戦

争
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
が
、
朝
鮮
戦
争
当
時
の
陳
の
写
真

が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
梁
原
『
梁
原
回
憶
録
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

梁
は
朝
鮮
戦
争
当
時
、
第
四
七
軍
第
一
三
九
師
団
と
第
一
四
〇

師
団
の
師
団
長
を
歴
任
し
た
人
物
。
一
九
五
一
年
四
月
に
朝
鮮

戦
争
に
参
戦
し
、
一
九
五
四
年
九
月
に
中
国
に
帰
還
し
た
。
本

書
は
梁
の
軍
人
と
し
て
の
回
想
録
で
あ
る
が
、
朝
鮮
戦
争
に
関

す
る
分
量
は
比
較
的
多
く
、
内
容
も
充
実
し
て
い
る
。

・
彭
梅
魁
『
我
的
伯
父
彭
徳
懐
』（
中
央
文
献
出
版
社
）

　
　

彭
の
甥
で
あ
る
彭
梅
魁
に
よ
る
著
作
。
甥
の
視
点
か
ら
み
た
彭

徳
懐
像
を
考
察
し
た
も
の
。
分
量
的
に
は
多
く
な
い
が
、
朝
鮮

戦
争
中
の
彭
徳
懐
を
独
自
の
視
点
で
分
析
し
た
箇
所
が
あ
る
。

・
王
亜
志
（
回
憶
）、
沈
志
華
・
李
丹
慧
（
整
理
）『
彭
徳
懐
軍
事
参

謀
的
回
憶
―
―
一
九
五
〇
年
代
中
蘇
軍
事
関
係
見
証
』（
復
旦
大

学
出
版
社
）

　
　

王
は
志
願
軍
司
令
部
に
お
い
て
彭
徳
懐
の
軍
事
面
で
の
参
謀
で

あ
っ
た
人
物
。
本
書
は
そ
の
王
の
回
想
に
基
づ
き
、
朝
鮮
戦
争

期
を
含
め
た
一
九
五
〇
年
代
の
中
ソ
の
軍
事
協
力
関
係
を
検
証

す
る
内
容
で
あ
り
、
朝
鮮
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
陸
軍
の
武
器

の
近
代
化
や
中
国
空
軍
、
海
軍
建
設
へ
の
ソ
連
の
軍
事
協
力
の

実
態
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
本
書
は
「
批
判

口
述
史
学
（Critical O

ral H
istory

）」
と
い
う
立
場
か
ら
、

王
の
回
想
を
、
沈
と
李
の
二
人
の
学
者
が
批
判
的
に
検
証
し
な

が
ら
、
歴
史
事
実
を
認
定
し
て
い
く
と
い
う
形
式
で
分
析･

検

討
を
進
め
て
い
る
。
た
だ
し
王
の
回
想
の
信
憑
性
や
、
二
人
の

学
者
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
王
の
回
想
を
検
証
し
た

の
か
を
、
脚
注
や
参
考
文
献
に
お
い
て
明
示
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
意
味
で
「
批
判
口
述
史
学
」
に
成
功
し
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
。

・
胡
海
波
『
一
九
五
〇
〜
一
九
五
三
年
朝
鮮
戦
争
備
忘
録
』（
黄
河

出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
の
戦
闘
を
中
心
と
し
た
全
過
程
を
、
数
多
く
の
写
真

や
地
図
な
ど
を
配
置
し
解
説
し
て
い
る
。

・
葉
永
烈
『
解
密
朝
鮮
』（
新
東
方
出
版
有
限
公
司
）【
香
港
】

　
　

本
書
は
著
者
の
葉
の
北
朝
鮮
訪
問
記
で
あ
り
、
朝
鮮
戦
争
の
専

門
書
で
は
な
い
が
、
第
四
章
に
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
記
述
が
あ

る
。
こ
こ
に
は
旧
ソ
連
資
料
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
（
た
だ

し
、
資
料
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）
北
朝
鮮
の
南
進
攻
撃
決
定

過
程
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
興
味
深
い
。
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・
楊
鳳
安
・
孟
照
輝
・
王
天
成
『
我
們
見
証
真
相
―
―
抗
美
援
朝
親

歴
者
如
是
説
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
当
時
、
彭
徳
懐
の
軍
事
秘
書
で
あ
っ
た
楊
を
中
心
と

し
て
、
志
願
軍
司
令
部
の
幹
部
と
し
て
参
戦
し
た
人
物
な
ど
が
、

朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
史
実
や
問
題
点
に
答
え
る
形
式
で
構
成
さ

れ
た
論
説
集
。

・
彭
徳
懐
傳
記
組
『
彭
徳
懐
全
傳
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
）

　
　

全
四
巻
。
総
一
七
〇
〇
ペ
イ
ジ
を
超
え
る
彭
徳
懐
の
伝
記
。
第

三
巻
が
朝
鮮
戦
争
期
に
あ
た
る
。
巻
末
に
は
一
九
五
九
年
の
廬

山
会
議
に
お
い
て
「
右
派
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
彭
徳
懐

の
名
誉
回
復
に
関
す
る
記
事
や
詳
細
な
年
譜
も
あ
る
が
、
参
考

文
献
一
覧
の
記
載
が
な
い
。

・《
遅
浩
田
傳
》
写
作
組
『
遅
浩
田
傳
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

一
九
九
三
年
に
国
防
部
長
と
な
っ
た
遅
の
伝
記
。
朝
鮮
戦
争
当

時
、
遅
は
第
二
七
軍
第
七
九
師
団
第
二
三
五
連
隊
三
大
隊
の
副

政
治
指
導
員
と
し
て
第
一
次
戦
役
か
ら
参
戦
し
、
一
九
五
二
年

一
〇
月
ま
で
朝
鮮
戦
場
で
戦
っ
た
。

●
二
〇
一
〇
年

・
何
雲
庵
（
主
編
）『
当
祖
国
召
喚
的
時
候
―
―
交
大
（
唐
院
）
抗

美
援
朝
工
程
兵
紀
実
』（
西
南
交
通
大
学
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
当
時
、
西
南
交
通
大
学
か
ら
工
程
兵
と
し
て
参
戦
し
、

主
と
し
て
朝
鮮
各
地
の
飛
行
場
の
再
建
に
あ
た
っ
た
記
録
が
綴

ら
れ
て
い
る
。

・《
丹
心
向
陽
》
編
委
会
『
丹
心
向
陽
―
―
梁
原
将
軍
紀
念
文
集
』

（
中
央
文
献
出
版
社
）

　
　

梁
は
朝
鮮
戦
争
当
時
、
第
四
七
軍
第
一
三
九
師
団
と
第
一
四
〇

師
団
の
師
団
長
を
歴
任
し
た
人
物
。
本
書
は
二
〇
〇
八
年
に
亡

く
な
っ
た
梁
へ
の
追
悼
文
集
。

・
陳
徹
『
旋
風
部
隊
―
―
第
四
〇
軍
朝
鮮
戦
争
傳
奇
』（
新
華
出
版

社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
で
あ
る
が
、
著
書
の
陳
徹
に
よ
る
第
四
〇

軍
関
係
者
に
対
す
る
聞
取
り
な
ど
に
よ
り
、
志
願
軍
の
第
一
陣

と
し
て
参
戦
し
、
停
戦
交
渉
の
締
結
ま
で
朝
鮮
戦
場
に
残
っ
た

同
軍
の
戦
闘
の
実
態
を
克
明
に
記
述
し
て
い
る
。

・
李
英
ほ
か
『
四
十
軍
在
朝
鮮
』（
遼
寧
人
民
出
版
社
）

　
　

参
戦
当
初
か
ら
入
朝
し
朝
鮮
戦
争
の
ほ
ぼ
全
過
程
を
戦
っ
た
第

四
〇
軍
の
活
躍
ぶ
り
を
描
い
た
「
紀
実
文
学
」
作
品
で
、
一
九

九
五
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
関
係
者
の
多
く
が
こ
の
世
を
去
り

つ
つ
あ
る
今
日
に
お
い
て
、
改
め
て
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
た

め
に
新
装
再
版
さ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
研
究
者
の
齋
徳
学
や
、
彭

徳
懐
の
軍
事
秘
書
で
あ
っ
た
楊
鳳
安
等
の
ほ
か
、
第
四
〇
集
団
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軍
軍
史
辦
公
室
も
協
力
し
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
『
三
十

八
軍
在
朝
鮮
』『
三
十
九
軍
在
朝
鮮
』
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

・
董
大
軍
『
朝
鮮
戦
争
解
密
』（
明
鏡
出
版
社
）【
香
港
】

　
　

中
国
や
旧
ソ
連
の
朝
鮮
戦
争
関
係
資
料
の
公
開
を
受
け
て
、
そ

れ
以
前
の
朝
鮮
戦
争
に
対
す
る
認
識
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
戦
史
に
ま
つ
わ
る
テ
ー
マ
を
挙
げ
て
叙
述
し
て
い

る
。
本
書
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
時
事
的
か
つ
、
学
術

上
の
議
論
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る

議
論
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
問
題
関
心
を
深
め
て
い
る
手
法

に
あ
る
。
そ
う
し
た
面
で
は
従
来
に
は
な
か
っ
た
異
色
の
切
り

口
を
有
し
て
い
る
。

・
王
耀
南
『
王
耀
南
回
憶
録
』（
中
央
党
校
出
版
社
）

　
　

王
は
中
国
軍
に
入
隊
以
来
、
一
貫
し
て
工
兵
と
し
て
活
動
し
、

抗
日
戦
争
時
期
よ
り
八
路
軍
に
お
い
て
戦
場
と
な
る
地
域
の
専

門
的
調
査
業
務
に
携
わ
っ
た
人
物
。
朝
鮮
戦
争
へ
の
従
軍
経
験

は
な
く
、
本
回
想
も
解
放
戦
争
時
期
で
終
わ
っ
て
い
る
。
た
だ

し
朝
鮮
戦
争
中
に
、
数
度
に
わ
た
り
工
兵
・
砲
兵
・
通
信
兵
部

門
の
幹
部
を
率
い
て
同
戦
場
に
お
け
る
防
御
戦
の
調
査
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
記
し
た
日
記
が
一
部
分
と
断
っ
た
上

で
、
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
一
九
五
二
年

八
月
初
め
か
ら
一
一
月
末
ま
で
で
あ
る
。

・
袁
永
生
（
主
編
）『
抗
美
援
朝
珍
蔵
図
片
集
』（
四
川
大
学
出
版

社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
当
時
に
撮
影
し
た
貴
重
な
写
真
を
集
め
た
写
真
集
。

朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
指
揮
官
の
写
真
ば
か
り
で
な
く
、
一
般

兵
士
か
ら
も
所
有
し
て
い
た
写
真
を
集
め
、
各
人
ご
と
に
ペ
イ

ジ
を
割
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
ど
の
写
真
も
一
瞥

し
た
だ
け
で
貴
重
な
写
真
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
石
暁
華
（
主
編
）『
永
恒
的
懐
念
―
―
抗
美
援
朝
六
〇
周
年
回
憶

録
』（
上
海
三
聯
書
店
）

　
　

全
六
六
〇
ペ
イ
ジ
に
も
及
ぶ
大
冊
の
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
回
想

録
集
。
主
と
し
て
上
海
地
区
か
ら
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
兵
士

や
、
兵
站
輸
送
な
ら
び
に
野
戦
病
院
な
ど
で
活
動
し
た
人
々
に

よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

・
袁
永
生
（
主
編
）『
志
願
軍
老
兵
回
憶
録
』（
四
川
大
学
出
版
社
）

　
　

四
川
省
国
防
教
育
委
員
会
と
国
防
時
報
社
が
「
中
国
人
民
志
願

軍
抗
美
援
朝
六
〇
周
年
」
を
記
念
し
て
発
刊
し
た
と
あ
る
。
全

編
に
わ
た
り
、
多
数
の
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
兵
士
の
回
想
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、
各
人
の
回
想
に
は
当
時
の
所
属
部
隊
に
お

け
る
職
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
出
版
さ
れ
た

同
名
の
四
巻
本
は
さ
ら
に
多
く
の
回
想
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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・
王
天
成
『
麥
克
阿
瑟
與
朝
鮮
戦
争
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
朝
鮮
戦
争
に
お
い
て

米
軍
を
ど
の
よ
う
に
指
揮
し
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
一
九
五
一
年
四
月
の
国
連
軍
司
令
官
解
任
後

以
降
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。
著

書
の
王
は
朝
鮮
戦
争
当
時
、
志
願
軍
司
令
部
の
情
報
参
謀
。

・
余
瑋
・
呉
志
菲
『
我
們
跨
過
鴨
緑
江
―
―
抗
美
援
朝
戦
争
親
歴
者

人
生
傳
奇
実
録
』（
中
央
党
校
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
志
願
軍
関
係
者
へ
の
聞
取
り
調
査
を
ま

と
め
た
も
の
。
本
書
に
は
停
戦
交
渉
代
表
団
秘
書
長
の
柴
成
文
、

志
願
軍
副
司
令
員
の
洪
学
智
へ
の
聞
取
り
も
含
ま
れ
て
い
る
。

・
穆
欣
『
陳
賡
傳
』（
人
民
出
版
社
）

　
　

全
編
七
〇
〇
ペ
イ
ジ
を
超
え
る
陳
の
伝
記
。
た
だ
し
陳
の
朝
鮮

戦
争
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
く
、
イ
ン
ド
シ

ナ
戦
争
で
の
ベ
ト
ナ
ム
軍
へ
の
支
援
活
動
と
と
も
に
、
一
つ
の

章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
抗
日
戦
争
や
解
放
戦
争
期
に
お
け

る
陳
の
軍
人
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
が
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

・
陳
輝
亭
・
陳
雷
『
抗
美
援
朝
防
空
作
戦
実
録
』（
解
放
軍
文
芸
出

版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
志
願
軍
の
軍
種

の
な
か
で
最
も
近
代
化
を
遂
げ
た
と
い
え
る
防
空
軍
の
作
戦
史
。

「
紀
実
文
学
」
作
品
で
は
あ
る
が
、
巻
末
に
は
参
考
文
献
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
文
前
半
の
脚
注
に
は
外
部
で
は
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
中
国
空
軍
司
令
部
檔
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
資
料
か
ら
の
引
用
が
明
示
さ
れ
、
な
か
に
は
そ
の
資
料
の

全
文
引
用
箇
所
も
あ
る
。
な
お
著
者
の
一
人
、
陳
輝
亭
は
一
九

五
二
年
四
月
に
高
射
砲
部
隊
で
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
て
い
る
。

・
丁
偉
『
難
忘
一
九
五
〇
―
―
中
国
人
民
志
願
軍
作
戦
図
文
実
録
』

（
新
華
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
の
全
過
程
を
写
真
と
解
説
で
綴
っ
た
概
説
書
。
写
真

や
図
版
は
新
華
社
通
信
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て
い

る
。
著
者
の
丁
偉
は
軍
事
科
学
院
軍
事
歴
史
研
究
所
の
研
究
員
。

・
劉
崢
『
朝
鮮
・
一
九
五
〇
』（
人
民
出
版
社
）

　
　

中
国
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
決
定
過
程
を
中
心
に
、
一
九
五
〇

年
の
中
国
の
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
動
向
に
焦
点
を
絞
り
叙
述
し

て
い
る
。
巻
末
に
は
多
く
は
な
い
が
参
考
文
献
を
挙
げ
て
い
る
。

・
姜
廷
玉
（
主
編
）『
解
読
抗
美
援
朝
戦
争
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
個
別
に
答
え
る
形
式

で
綴
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
を
南
北
に
分
断
す
る
北
緯
三
八

度
線
の
設
定
の
由
来
か
ら
、
中
国
人
民
革
命
軍
事
博
物
館
に
所

蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
戦
争
時
に
使
用
さ
れ
た
文
物
ま
で

幅
広
く
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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・
丁
偉
『
従
鴨
緑
江
到
三
八
線
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
の
戦
闘
の
経
過
を
中
心
に
書
か
れ
た
概
説
書
。

・
胡
海
波
『
志
願
軍
全
戦
事
』（
長
城
出
版
社
）

　
　

約
五
〇
〇
ペ
イ
ジ
に
も
及
ぶ
朝
鮮
戦
争
の
戦
史
。
写
真
や
地
図

が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
尤
秀
斌
・
祁
祥
華
『
第
一
狙
撃
手
』（
河
北
人
民
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
一
九
五
二
年
九
月
に
第
二
四
軍
第
七
二

師
団
第
二
一
四
連
隊
所
属
の
狙
撃
手
と
し
て
参
戦
し
、「
上
甘

嶺
戦
役
」
で
の
勲
功
で
「
狙
撃
英
雄
」
と
称
さ
れ
た
張
桃
方
の

戦
場
で
の
活
躍
を
綴
っ
た
作
品
。
巻
末
に
は
朝
鮮
戦
争
当
時
、

志
願
軍
や
ア
メ
リ
カ
軍
が
使
用
し
て
い
た
銃
器
の
解
説
も
な
さ

れ
て
い
る
。

・
本
書
編
委
会
『「
三
八
線
」
上
的
交
鋒
―
―
抗
美
援
朝
戦
争
紀
実
』

（
解
放
軍
文
芸
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
か
ら
停
戦
協
議
締
結

ま
で
を
取
り
扱
っ
た
、
五
〇
〇
ペ
イ
ジ
以
上
に
も
及
ぶ
大
著
で

あ
る
。
本
書
の
編
集
委
員
会
の
う
ち
、
数
名
が
朝
鮮
戦
争
の
参

戦
経
験
が
あ
る
が
、
記
述
内
容
に
は
さ
ほ
ど
新
し
い
も
の
は
な

い
。
巻
末
に
は
簡
単
な
文
献
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
李
慶
山
『
向
志
願
軍
学
習
』（
華
夏
出
版
社
）

　
　

志
願
軍
の
朝
鮮
戦
場
に
お
け
る
戦
史
と
い
う
よ
り
、
志
願
軍
の

「
愛
国
主
義
」、「
国
際
主
義
」
の
観
点
か
ら
朝
鮮
戦
場
で
得
た

経
験
や
逸
話
を
「
学
ぶ
」
こ
と
を
勧
め
る
啓
蒙
書
。

●
二
〇
一
一
年

・
西
虹
『
抗
美
援
朝
戦
地
日
記
』
上
下
（
長
征
出
版
社
）

　
　

著
者
の
西
は
一
九
五
二
年
三
月
か
ら
一
〇
月
末
ま
で
、
作
家
の

巴
金
を
代
表
と
す
る
文
学
者
の
戦
地
視
察
団
の
一
員
と
し
て
朝

鮮
半
島
に
入
っ
た
。
本
書
は
そ
の
期
間
に
西
が
記
し
た
日
記
を

公
開
し
た
も
の
。
当
時
、
中
国
側
が
非
難
し
て
い
た
国
連
軍
の

「
細
菌
戦
」
に
関
す
る
記
述
や
、
捕
虜
収
容
所
を
訪
問
し
た
記

録
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

・
景
希
珍
・
丁
隆
炎
『
在
彭
徳
懐
身
辺
』（
広
東
人
民
出
版
社
）

　
　

景
は
中
国
の
朝
鮮
戦
争
参
戦
以
来
、
志
願
軍
司
令
部
に
て
彭
の

警
備
参
謀
を
担
当
し
、
以
後
、
一
七
年
間
に
わ
た
り
彼
に
仕
え

た
人
物
。
本
書
の
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
記
述
は
、
景
の
口
述
を

丁
が
ま
と
め
た
も
の
。

・
何
宗
光
『
那
年
、
那
月
、
鴨
緑
江
那
辺
的
記
憶
』（
長
征
出
版
社
）

　
　

何
は
一
八
歳
の
時
に
、
第
三
九
軍
第
一
一
六
師
団
三
四
六
連
隊

の
兵
士
と
し
て
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
一
日
に
朝
鮮
戦
場
に
入

り
、
五
二
年
一
〇
月
の
「
秋
季
戦
術
反
撃
戦
」
ま
で
戦
闘
に
参

加
。
そ
の
間
連
隊
文
化
教
員
や
中
隊
長
を
歴
任
し
た
。
本
書
は
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出
撃
し
た
各
戦
闘
の
模
様
を
追
憶
す
る
だ
け
で
な
く
、
戦
友
と

の
思
い
出
、
戦
地
で
の
生
活
、
戦
地
慰
問
団
や
慰
問
袋
に
接
し

た
時
の
喜
び
な
ど
も
綴
ら
れ
て
い
る
。

・
魏
白
『
志
願
軍
戦
将
傳
奇
』（
長
城
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
各
軍
の
司
令
員
（
軍
長
）
の
戦
闘
で
の

活
躍
を
記
し
た
伝
記
。
第
二
〇
軍
軍
長
の
張
翼
翔
、
第
二
七
軍

軍
長
の
彭
徳
清
、
第
六
三
軍
軍
長
の
傳
崇
碧
な
ど
あ
ま
り
詳
細

が
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

・
逯
守
標
『
従
書
生
到
虎
将
―
―
韋
統
泰
将
軍
』（
解
放
軍
文
芸
出

版
社
）

　
　
「
傳
記
文
学
」
作
品
。
韋
統
泰
は
一
九
五
二
年
末
、
第
二
〇
兵

団
第
五
四
軍
第
一
三
五
師
団
の
師
団
長
と
し
て
朝
鮮
戦
争
に
参

戦
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
韋
自
身
は
病
気
治
療
の

た
め
中
国
国
内
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
事
実
上
、
師
団
長
が
不

在
の
ま
ま
、
第
一
三
五
師
団
は
朝
鮮
戦
場
で
戦
っ
た
。
韋
が
第

一
三
五
師
団
に
復
帰
す
る
の
は
、
停
戦
協
定
締
結
後
の
五
三
年

一
一
月
以
降
で
、
ま
だ
朝
鮮
半
島
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
第
一
三

五
師
団
に
こ
の
時
期
に
合
流
し
た
。
そ
の
後
、
韋
の
復
帰
し
た

第
一
三
五
師
団
は
、
五
八
年
七
月
ま
で
朝
鮮
に
と
ど
ま
り
、
そ

の
た
め
本
伝
記
の
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
記
述
は
停
戦
後
の
朝
鮮

半
島
情
勢
に
関
す
る
大
半
を
占
め
る
。
な
お
韋
自
身
は
五
〇
年

末
の
広
西
で
の
「
剿
匪
」
作
戦
、
一
九
五
九
年
の
チ
ベ
ッ
ト
動

乱
、
一
九
六
二
年
の
中
印
国
境
紛
争
に
も
参
軍
し
て
お
り
、
五

〇
〜
六
〇
年
代
初
頭
の
中
国
国
境
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争

に
関
わ
っ
て
い
る
点
か
ら
も
本
書
は
見
所
が
多
い
。

・
薩
蘇
『
鉄
在
焼
―
―
中
国
人
民
志
願
軍
鉄
原
大
戦
実
録
』（
文
匯

出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
第
五
次
戦
役
に
お
け
る
鉄
原
地
区
で
の

攻
防
戦
に
つ
い
て
描
い
た
も
の
。
著
者
は
第
五
次
戦
役
で
国
連

軍
に
鉄
原
を
奪
取
さ
れ
て
い
た
ら
志
願
軍
の
同
戦
役
に
お
け
る

全
戦
線
は
壊
滅
し
て
い
た
と
し
て
、
そ
の
攻
防
戦
の
重
要
性
を

指
摘
す
る
。
な
お
著
者
の
父
で
あ
る
蔡
長
元
は
第
六
三
軍
第
一

八
九
師
団
の
師
団
長
と
し
て
鉄
原
地
区
で
の
攻
防
戦
で
作
戦
指

揮
を
執
っ
た
。　

・
解
海
南
・
楊
祖
発
・
楊
建
華
『
楊
得
志
一
生
』（
中
共
党
史
出
版

社
）

　
　

楊
得
志
は
一
九
五
一
年
二
月
、
第
一
九
兵
団
の
司
令
員
と
し
て

朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
、
第
五
次
戦
役
、
停
戦
協
議
開
始
後
の

「
夏
秋
防
御
作
戦
」
の
指
揮
を
執
っ
た
後
、
五
二
年
に
志
願
軍

司
令
部
第
二
副
司
令
員
と
な
っ
た
人
物
。
本
書
は
そ
の
楊
の
伝

記
で
、
一
九
兵
団
や
志
願
軍
司
令
部
の
内
部
の
状
況
が
詳
述
さ

れ
て
い
る
。
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・
李
敏
生
『
靃
英
東
與
抗
美
援
朝
戦
争
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
国
際
的
な
中
国
へ
の
戦
略
物
資
等
禁
輸
政

策
の
な
か
で
、
強
力
な
海
上
封
鎖
を
凌
ぎ
、
マ
カ
オ
、
香
港
な

ど
を
通
じ
て
中
国
国
内
に
物
資
を
送
り
続
け
た
靃
英
東
の
こ
の

時
期
の
活
動
に
つ
い
て
仔
細
に
綴
っ
た
伝
記
。

・
周
克
玉
『
一
位
抗
美
援
朝
親
歴
者
的
戦
地
日
記
』（
作
家
出
版
社
）

　
　
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
周
は
一
九
五
二
年
八
月
に
第
二
四
軍
の

幹
部
部
（
行
政
管
理
部
門
）
の
幹
部
と
し
て
朝
鮮
戦
争
に
参
戦
。

本
書
は
そ
れ
以
後
、
同
年
一
〇
月
一
日
か
ら
五
三
年
一
二
月
ま

で
の
日
記
。

・
張
沢
石
・
高
延
賽
『
孤
島
―
―
抗
美
援
朝
志
願
軍
戦
俘
在
台
湾
』

（
金
城
出
版
社
）

　
　

停
戦
交
渉
に
お
け
る
捕
虜
送
還
問
題
を
め
ぐ
り
、
捕
虜
収
容
施

設
で
生
じ
た
台
湾
へ
の
送
還
を
求
め
る
兵
士
の
「
暴
動
」
の
実

態
を
克
明
に
著
述
し
た
だ
け
で
な
く
、
台
湾
に
送
還
さ
れ
た
兵

士
の
そ
の
後
の
台
湾
に
お
け
る
生
活
に
至
る
ま
で
、
詳
細
な
取

材
を
通
じ
て
描
い
た
「
紀
実
文
学
」
作
品
。
著
書
の
張
沢
石
は
、

第
六
〇
軍
第
一
八
〇
師
団
の
兵
士
と
し
て
参
戦
し
、
第
五
次
戦

役
で
負
傷
し
て
捕
虜
と
な
り
、
そ
の
後
、
志
願
軍
捕
虜
収
容
施

設
内
で
通
訳
な
ど
を
担
っ
た
人
物
。

・
田
芸
（
編
）『
我
的
一
九
五
〇
年
代
―
―
朝
鮮
戦
場
親
歴
記
』（
長

江
文
芸
出
版
社
）

・
崔
露
（
編
著
）『
我
的
一
九
五
〇
年
代
―
―
上
甘
嶺
親
歴
記
』（
長

江
文
芸
出
版
社
）

　
　
「
我
的
一
九
五
〇
年
代
」
シ
リ
ー
ズ
の
二
冊
。
前
者
は
朝
鮮
戦

争
参
戦
者
の
回
想
録
。
後
者
は
「
上
甘
嶺
戦
役
」
で
戦
っ
た
第

一
五
軍
第
四
五
師
団
の
師
団
長
崔
建
功
の
孫
で
あ
る
著
者
が
、

こ
の
戦
役
に
関
す
る
将
兵
の
証
言
を
集
め
ま
と
め
た
も
の
。

●
二
〇
一
二
年

・
楊
江
華
（
主
編
）『
志
願
軍
的
故
事
』（
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
）

　
　
「
百
部
少
年
愛
国
主
義
教
育
読
本
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
編
纂
さ

れ
た
な
か
の
一
冊
。

・
武
立
金
『
毛
岸
英
最
后
三
十
四
天
実
録
』（
台
海
出
版
社
）

　
　

武
は
二
〇
〇
六
年
に
も
『
毛
岸
英
在
朝
鮮
戦
場
』
と
い
う
本
を

出
版
し
て
お
り
、
扱
っ
て
い
る
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
。

●
二
〇
一
三
年

・
張
大
華
（
主
編
）『
我
在
朝
鮮
戦
場
』（
新
華
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
停
戦
六
〇
周
年
に
際
し
て
、
浙
江
省
磐
安
県
の
檔
案

局
が
二
年
余
り
に
わ
た
り
、
当
地
に
居
住
す
る
八
三
人
の
朝
鮮

戦
争
に
参
戦
し
た
人
物
の
同
戦
争
に
関
す
る
口
述
記
録
を
ま
と
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め
た
も
の
。

・
程
幹
遠
『
親
歴
韓
戦
―
―
中
国
軍
人
回
憶
録
』（
明
鏡
出
版
社
）

【
香
港
】

　
　

著
者
の
程
は
、
一
五
歳
の
一
九
五
一
年
八
月
、
志
願
軍
砲
兵
第

七
師
団
の
兵
站
自
動
車
輸
送
中
隊
の
一
員
と
し
て
朝
鮮
戦
争
に

参
戦
し
、
以
後
五
三
年
九
月
に
中
国
に
帰
国
す
る
ま
で
、「
上

甘
嶺
戦
役
」
や
「
春
季
金
城
反
撃
戦
」
な
ど
に
出
撃
し
た
経
験

を
も
つ
。
本
書
の
執
筆
当
時
は
、
中
国
を
離
れ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
移
り
住
ん
で
い
る
。
本
書
は
程
に
よ
る
朝
鮮
戦
争
の
従

軍
経
験
に
つ
い
て
の
回
想
録
で
あ
る
。
中
国
国
内
の
朝
鮮
戦
争

研
究
者
が
、
中
国
政
府
の
朝
鮮
戦
争
に
つ
い
て
の
公
式
見
解
を

踏
襲
す
る
ば
か
り
で
、「
歴
史
の
真
相
」
を
伝
え
て
い
な
い
と

い
う
批
判
的
な
観
点
か
ら
本
書
を
著
述
し
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
一
読
の
価
値
は
高
い
が
、
資
料
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。

・
袁
永
生
・
沈
鶴
翔
（
編
）『
志
願
軍
老
兵
回
憶
録
』（
四
川
大
学
出

版
社
）

　
　

全
四
巻
。
二
〇
一
〇
年
発
刊
さ
れ
た
同
名
の
も
の
の
続
編
的
な

内
容
で
あ
る
が
、
資
料
・
死
傷
者
数
統
計
表
・
志
願
軍
組
織
図

な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
一
部
の
回
想
は
二
〇
一
〇
年

の
一
巻
本
と
同
じ
回
想
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
袁
永
生
・
沈
鶴
翔
（
編
）『
抗
美
援
朝
珍
蔵
図
片
集
、
続
』（
四
川

大
学
出
版
社
）

　
　

二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
の
続
編
。

・
周
琇
環
ほ
か
（
編
）『
韓
戦
反
共
義
士
訪
談
録
』（
國
史
館
）【
台
湾
】

　
　

本
書
は
台
湾
で
「
反
共
義
士
」
と
称
さ
れ
る
朝
鮮
戦
争
参
戦
者

に
対
す
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
集
。
巨
済
島
で
の
中
国
大
陸
へ
の
帰

還
を
求
め
る
者
と
の
激
し
い
対
立
の
記
憶
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら

の
み
た
朝
鮮
戦
争
の
実
態
も
語
ら
れ
て
い
る
。

・
程
紹
昆
・
黄
継
陽
『
美
軍
戦
俘
―
―
朝
鮮
戦
争
火
線
紀
事
』（
華

芸
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
中
の
米
軍
捕
虜
を
中
心
と
す
る
国
連
軍
捕
虜
の
収
容

実
態
と
中
国
側
の
捕
虜
の
扱
い
、
ま
た
国
連
軍
捕
虜
の
そ
の
後

が
描
か
れ
る
。
中
国
が
い
か
に
人
道
的
か
つ
適
切
に
捕
虜
を
遇

し
た
か
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

・
程
紹
昆
・
黄
継
陽
『
碧
潼
風
雲
録
―
―
抗
美
援
朝
戦
争
勝
利
六
〇

周
年
紀
事
』（
華
芸
出
版
社
）

　
　

前
書
と
同
様
に
、
朝
鮮
戦
争
中
の
米
英
軍
捕
虜
収
容
の
状
況
が

描
か
れ
る
。
著
者
は
両
名
と
も
に
、
捕
虜
管
理
工
作
に
従
事
し

た
経
歴
を
有
し
、
と
り
わ
け
碧
潼
捕
虜
収
容
所
で
の
実
際
が
詳

述
さ
れ
る
。

●
二
〇
一
四
年
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・
張
明
金
・
劉
立
勤
（
主
編
）『
中
国
人
民
志
願
軍
歴
史
上
的
二
十

七
個
軍
』（
解
放
軍
出
版
社
）

　
　

朝
鮮
戦
争
に
参
戦
し
た
中
国
人
民
志
願
軍
全
部
隊
に
つ
い
て
、

各
部
隊
の
沿
革
、
編
制
や
戦
歴
を
解
説
し
た
も
の
。
中
国
人
民

解
放
軍
軍
事
科
学
院
図
書
館
所
蔵
史
料
と
、
公
刊
出
版
物
を
基

に
、
不
同
が
あ
る
場
合
は
前
者
を
基
準
に
し
た
と
さ
れ
る
。

・
斎
紅
・
朱
進
編
著
『
抗
美
援
朝
紀
念
館
故
事
』（
南
京
出
版
社
）

　
　
「
中
国
紀
念
館
故
事
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の

で
、
多
く
の
写
真
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
戦
役
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
丹
東
市
に
あ
る
「
抗
美
援
朝
紀
念
館
」

の
所
蔵
品
に
関
わ
る
記
述
も
あ
る
。
一
次
資
料
と
し
て
扱
う
こ

と
は
で
き
な
い
が
、「
紀
実
文
学
」
と
は
趣
を
異
に
し
て
お
り
、

一
定
程
度
の
資
料
的
価
値
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
宋
群
基
（
主
編
）『
鮮
血
凝
成
的
中
朝
友
誼
故
事
』（
南
京
出
版

社
）

　
　

前
掲
書
と
同
じ
く
「
中
国
紀
念
館
故
事
叢
書
」
の
一
冊
。
前
掲

書
が
戦
役
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
書
は

主
と
し
て
戦
争
中
の
中
朝
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
抗
美
援
朝
紀
念
館
」
所
蔵
品
に

つ
い
て
の
解
説
も
含
ま
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

●
二
〇
一
五
年

・
関
捷
・
関
霄
漢
『
鉄
血
軍
魂　

一
八
〇
師
在
朝
鮮
』（
現
代
出
版

社
）

　
　

一
九
五
一
年
三
月
に
入
朝
し
、
翌
月
か
ら
の
第
五
次
戦
役
に
投

入
さ
れ
た
中
国
人
民
志
願
軍
第
六
〇
軍
第
一
八
〇
師
団
は
、
五

月
の
同
戦
役
第
二
段
階
で
国
連
軍
に
包
囲
さ
れ
、
こ
の
包
囲
を

突
破
で
き
た
の
は
師
団
長
以
下
四
千
名
近
く
と
い
わ
れ
る
。
同

師
団
の
兵
員
は
九
千
名
余
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

半
数
以
上
の
損
害
を
出
し
た
こ
と
に
な
り
、
朝
鮮
戦
争
に
お
け

る
「
空
前
の
重
大
な
損
失
」
と
さ
れ
る
。
新
聞
記
者
で
あ
る
著

者
が
、「
全
滅
師
団
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
い
わ
れ
方
を
さ
れ
て
き

た
同
師
団
の
参
戦
経
験
者
を
取
材
し
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
も
の
。
一
般
に
伝
わ
る
う
わ
さ
や
伝
聞
等
を
正

そ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
た
め
、
全
体
に
同
師
団
を
過
大
に
称

揚
し
て
い
る
が
、
そ
の
重
大
な
損
害
等
に
つ
い
て
は
克
明
に
記

さ
れ
て
い
る
。

［
附
記
］
本
稿
は
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
平
成
二
五
年
度
に
か
け
て
、

慶
應
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
の
援
助
を
受
け
た
共
同
研
究
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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（
（
）　

齋
徳
学
『
你
不
了
解
的
抗
美
援
朝
戦
争
』（
瀋
陽
、
遼
寧
人
民

出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
八
〇
ペ
イ
ジ
。

（
（
）　

代
表
的
な
中
国
側
の
公
式
出
版
物
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

　

中
国
人
民
解
放
軍
軍
事
科
学
院
（
編
）『
毛
沢
東
軍
事
文
選　

内
部

本
』（
北
京
、
中
国
人
民
解
放
軍
戦
士
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。

【
復
刻
版
、
蒼
蒼
社
、
一
九
八
五
年
】。

　
『
建
国
以
来
毛
沢
東
文
稿
』
第
一
〜
四
冊
（
北
京
、
中
央
文
献
出
版

社
、
一
九
八
七
〜
一
九
九
〇
年
）。

　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
（
編
）『
毛
沢
東
軍
事
文
集
』
第
六
巻
（
北

京
、
軍
事
科
学
出
版
社
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）。

　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
（
編
）『
毛
沢
東
文
集
（
一
九
四
九
年
一
〇

月
〜
一
九
五
五
年
一
二
月
）』
第
六
巻
（
北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、

一
九
九
三
年
）。

　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
・
中
国
人
民
解
放
軍
軍
事
科
学
院
（
編
）

『
建
国
以
来
毛
沢
東
軍
事
文
稿
』
上
、
中
巻
（
北
京
、
軍
事
科
学
出

版
社
・
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
・
中
国
人
民
解
放
軍
軍
事
科
学
院
（
編
）

『
周
恩
来
軍
事
文
選
』
第
四
巻
（
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七

年
）。

　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
・
中
央
檔
案
館
（
編
）『
建
国
以
来
周
恩
来

文
稿
』
第
三
冊
（
北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

　

彭
徳
懐
傳
記
編
写
組
『
彭
徳
懐
軍
事
文
選
』（
北
京
、
中
央
文
献
出

版
社
、
一
九
八
八
年
）。

（
（
）　

た
と
え
ば
以
下
は
志
願
軍
の
上
級
指
揮
官
等
の
回
想
を
軍
事
史

的
な
観
点
か
ら
収
録
し
て
英
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。X

iaobing Li, 
A

llan R. M
illett, and Bin Y

u, translated and edited, M
ao's 

G
enerals R

em
em

ber K
orea (Law

rence, K
S: U

niversity 
Press of K

ansas, （00（).　

本
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
回
顧
録
等

を
掲
記
し
て
お
く
。

　

彭
徳
懐
『
彭
徳
懐
自
述
』（
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。

聶
栄
臻
『
聶
栄
臻
回
憶
録
』
全
三
冊
（
北
京
、
解
放
軍
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）。
杜
平
『
在
志
願
軍
総
部
』（
北
京
、
解
放
軍
出
版

社
、
一
九
八
九
年
）。
洪
学
智
『
抗
美
援
朝
戦
争
回
憶
』（
北
京
、

解
放
軍
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。
徐
向
前
『
歴
史
的
回
顧
』

全
二
冊
（
北
京
、
解
放
軍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
一
九
八
七
年
）。

楊
得
志
『
為
了
和
平
』（
北
京
、
長
征
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。

『
楊
得
志
回
憶
録
』（
北
京
、
解
放
軍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）。
柴

成
文
・
趙
勇
田
『
板
門
店
談
判
』（
北
京
、
解
放
軍
出
版
社
、
一
九

八
九
年
）。

（
4
）　

中
国
の
歴
史
研
究
書
籍
の
奥
付
に
は
、
そ
の
書
籍
の
内
容
に
即

し
て
「
紀
実
文
学
」、「
報
告
文
学
」
あ
る
い
は
、「
傳
記
文
学
」
と

い
う
表
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
書
籍
は
、

日
本
で
は
、
一
般
的
に
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
著
作
物
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
、
中
国
で
は
こ
う
し
た

表
記
が
、
一
般
に
非
公
開
の
史
料
を
用
い
て
著
述
さ
れ
た
書
籍
に

付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
り
中
国
が
掲
げ
る
「
公
式



（（

朝鮮戦争関係文献解題

な
歴
史
事
実
」
と
は
区
別
し
て
、
一
般
へ
の
公
表
を
認
め
て
い
る

特
有
の
事
情
が
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
日
本
に
お
け
る
理
解
と
は

一
致
し
な
い
。
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
著
作
物
に
も
こ
う
し
た
傾
向

が
強
く
、
本
稿
で
は
そ
う
し
た
著
作
物
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
考

証
の
上
、
朝
鮮
戦
争
研
究
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
と
判
断
し
た
著

作
に
関
し
て
は
、
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
「
紀
実
文
学
」

の
研
究
書
籍
と
し
て
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
朱
建
栄
「
中
国

に
お
け
る
朝
鮮
戦
争
研
究
」（『
中
国
研
究
月
報
』
第
五
一
三
号
、

一
九
九
〇
年
一
一
月
）
一
三
ペ
イ
ジ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）　

牛
軍
に
は
新
潟
大
学
で
の
連
続
講
義
に
基
づ
い
た
以
下
の
邦
語

著
作
が
あ
る
。
牛
軍
（
真
水
康
樹
訳
）『
冷
戦
期
中
国
外
交
の
政
策

決
定
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
（
）　

二
〇
〇
七
年
版
の
英
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。Shen 

Zhihua, M
ao, Stalin and the K

orean W
ar: T

rilateral 
C

om
m

unist R
elations in the 1950s, trans. N

eil Silver 
(N

ew
 Y

ork: Routledge, （0（0).

（
（
）　

沈
志
華
（
編
）『
朝
鮮
戦
争
―
―
俄
國
檔
案
館
的
解
密
文
件
』

全
三
冊
（
台
北
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
8
）　

韓
国
で
発
行
さ
れ
た
一
九
七
一
年
版
の
原
本
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
李
範
奭
『
우
둥
불
』（
서
울
、
思
想
社
、
一
九
七
一
년
）。

原
本
の
書
誌
情
報
に
関
し
て
は
、
李
錫
敏
の
調
査
に
拠
る
。


